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	弥栄における地元学の生成を見て�　　　　　地元学ネットワーク主宰　吉本哲郎
	●行き過ぎた石油依存型の近代化の問い直し�　横につながり、弥栄なりに脱温暖化につなぐ。��●当事者づくりに力点�　まずは人が元気になること。あるもの探し。生活の様　�　子を聞く。�　地域と人の持っている力を引き出し、弥栄に住む自信�　と誇りの回復につなげる��●次の段階は活用。しかし調べたことを考え熟成・発酵�　する時間が必要。人々の心に染み渡る時間も必要。��●戦略的には、地元の課題を創造的に解決していく方法　　�　をとり脱温暖化に向けた行動をともに展開したい。
	１　弥栄の現状：厳しい現実の一端昭和50年の人口　2,505人�現在　　　　　 1,540人�高齢化率 　　　42.9%�１世帯あたり2.2人�1人暮らしも多い。
	２　何が問題で、何をどう変えるのか��●弥栄　多様な森・仕事・暮らし�　　　　お年寄りは多いけれど元気�　　　　なつかしいもう一つの日本��●石油依存型近代化社会の作り直し�　それは弥栄でどのように可能なのか
	３．どうやって変えるのか：��３－１　主体は誰か？��■地元�・地元の自治会と住民たち�・郷づくり事務所及び役場職員�■外部の専門家�・島根県中山間地研究センター／島根　�　県立大学／地元学ネットワーク ほか
	３－２　どういう方法で変えるのか�　�●地元学の考え方と方法で�　自ら調べる、考える、役立てる�●人が元気・自然が元気・経済が元気�　になることを目指す�●ないものねだりをやめてあるものを�　探し、�●新しく組み合わせ、新しいものを　�　つくっていく。�　そうしないと衰退するから
	４．　弥栄でやったこと�　　　　調べる段階が主��三つの地区（小角、大坪、小坂 ）で�あるもの探し、絵地図と一代記の作成�■絵地図：畑、暮らしの様子　など�■一代記�●河野勝さん富子さん夫婦の暮らし�●弥栄に生きる小松原悦子さん（73歳）�●じいちゃんたちとものをつくる藤井さん �●ほか：一人生きる黒川静子さん／小坂に生き　　�　る小松原峰雄さん／小さな谷の主鳥越夫婦／　　�　北岡徳美さん(83歳)ヒロエさん（86歳)など
	調べたことを絵地図にして地元の人と発表
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	持って行くかい？
	また 来なさいよ
	ここは熊も、いのししも友だち�友だちが来んように柵をしとる��医者から、ウツですかと言われた。しらんわ。薬飲んでるけど、この二年くらいなかなか動きたくなくてね。
	主人が春に亡くなって、秋に畑で働いていたら、小さい黒い猫がちょこんとやってきた。�「ここにおるかい」と言ったら、そのまま居ついてしまった。�だから、１３歳になるな。一人暮らしじゃないよ、猫がいるよ。
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	５　考察～調べたことを考え�　　　　　役立てるために��５－１　弥栄でおきたこと�●それまで　信頼づくり�　　　雪おろしなどの手伝い��●自分たちで調べはじめた�　一部ゆずがらしの使い方／鍋料理開発の試み�　考えどう活用するかはこれから�●その後の動き�　来た人たちに地元の食事提供�　郷づくり事務所で「米のゆくえ」調査�　郷づくり新聞の発行�　浜田市で「おいしい弥栄市」
	スライド番号 22
	５－２　観えてきたこと�　その１・「おいしい弥栄づくり」�　　　　から「生活大村へ」　
	　その２　弥栄の個性の把握が重要�　その３　ものづくりは大事なこと
	その４　生活大村弥栄に向けて�　　　　　職人の誘致�　　　　　アトピーのない村の売り出し、　　�　　　　　教育環境を整える�　　　　　若者の働ける仕事をつくる
	その５・重要なことがある���●弥栄の暮らしを楽しむことだ��●女性の力をいかしたいものだ��●人づくりではなく、自分育てへ
	６．これから��弥栄全体で、�着地点を発掘し�調べていくこと�「米のゆくえ」�「水のゆくえ」�「木のゆくえ」�　が大事になる
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	おいしい弥栄市　つながる弥栄�元気に弥栄　小さな村の大きな試みへ

